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対象は大阪市立小児保健センターで1982年より寛解維持療法としてMT X / L -asp sequential 
therapy 治療を受けている 10人の急性白血病再発患児 (AL L 8 , AN L L 2) 及び寛解導入療法時に




ルギ、ー患児の 5 人に修飾アスパラギナーゼ 2001 Uを静注し，投与後経時的に採血しアスパラギナーゼ
活性とアスパラギンを測定した。 1 年以上にわたり修飾アスパラギナーゼを反復投与した 2 人の患児に
おいては数カ月毎の抗アスパラギナーゼ抗体価を測定し非アレルギー患児 5 人及び正常コントロールの
抗体価と比較した。血清中のアスパラギナーゼ活性は単位時間当りのアスパラギンの減少量をGOT と






ELISA法により測定した relative titer はアレルギー患児では正常コントロールの10-50倍，非
アレルギー患児で、は 1 -3 倍であった。
修飾アスパラギナーゼの長期投与を行った 2 人の患児から経時的に採取したサンプルの抗体価を同様









アスパラギナーゼでアレルギ一反応を起こした 3 名を含む 8 名の急性白血病患児に修飾アスパラギナー
ゼを投与し，その血中動態ならびに抗アスパラギナーゼ抗体価の推移について検討した。
修飾アスパラギナーゼの半減期は非修飾アスパラギナーゼの12.3倍に延長していた。また長期にわた
??
り修飾アスパラギナーゼを反復投与した 2 名のアレルギー患児において抗アスパラギナーゼ抗体価は投
与中に正常域近くまで低下した。修飾アスパラギナーゼの臨床応用に関する本研究は修飾アスパラギナー
ゼが抗原性が低く，半減期の長いという特徴を有し，白血病治療において有益であることを示しているo
ヒトにおけるこれらの新たな知見は論文として公表する価値がある。
